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動 詞 文'に つ い て
森 田 良 行
動作 ・作用の成車には最低,動 作を行 う主体(動 作主)と動作 ・行為 る作
用の行われる場 とが必要である。揚は動作 ・作用の成立する トコロや トキ
によって規定 され,ま た,動 作をしかける者 としかけられる者 とのカズ,
ヒトかモノか,な どで決められてくる。これ ら場の条件 と,動 作 ・作用 と
の開係は,格 助詞によって示 される。 したがって動作 ・作用表現 をになう
動詞文においては,ト コロ・トキ ・カズ9目ヒ ト・モノの別 と格助詞 』動詞
との組み合わせが表現のあり方を決定すると言ってよかろう。この組み合
わせは,形 式的には文型 として認識 される。それゆえ,い わゆる学校文法
に見られるような,個 々の助詞を抜 き出 してその意味 ・用法を羅列 し,辞
書的に解説記述するという方式では,各 々の助詞の働きを表現 と結びつけ
てとらえることが困難 となる.目 本語教育においては,助 詞 を助詞 として
個別に理解することを目的 としない。表現力の獲得のため,1つ の文表現
として発想 に結 びついた文型選びの能力が要求される。動作 ・作用表現な
ら,時 問や場所や数量などの条件 と結び合わさった言い方 として,こ の場
合はこの文型をとるのが今の発想にぴった りであるとい う認定のもと1こ,
最適の文型 を選定する能力を養成 しなければならない。では,あ る発想に
対 してそれに見合 った文型を定める能力を養 うにはどうしたらよいか。そ
のためには,個 々の助詞の用法や動詞 の意味をい くら熟知 していてもだめ
である。〈時間>な らトキを条件とする動作表現の各文型をまず与え,そ
れらの文型間の意味差 を身にっけさせる以外 に方法 はない。助詞や動詞の
用法を,語 単位 に取 り上げて,総 括的に学ぶのではない。それらはすべて
各文型の中に織 り込まれる。時間表現 の動詞文型,数 量表現の動詞文型…
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語中心に学習するのではない。文型中心 に学習 し・語は文型をにな う要素
として,そ の意味 ・用法 を全体の表現 と結びっけて有機的に理解 させるの
である。
表現中心に動詞文型を考えた場合,動 作性を規定する要因`ト コロ ・ト
キ ・カズ ・ヒ ト・モノ》の類別 から,「場所表現,時 刻表現,時 間表現,
数量表現,対 人関係表現,事 物 関係表現Jと いった類別 がなされてくる。




時刻 ・刻限 ・期 目の言い方は講座第6分 冊で述ぺたので,こ こでは時間
の幅や範囲,な らびに期問を表す言い方について考える。
動作 ・作用表現における時問 ・期聞の言い方は次の5種 である。
①10年 間 暮 らす。 ②10年 問まで待つ、
③10年 間に及ぶ。 ④10年 問で終わる。
⑤10年 間を送 る。
1・ 零記号形式
1暮 らす 〈雛 した時間〉
も




が形式面に現れない言い方 となるのは 後続動詞の意味的種類による。 ま
ず,「!週間……生活する/泊 る/暮 らす/休 む ブ生きる/働 く/続 く」
等の継続動作性の自動詞。 この言い方は 〈継続 した時間〉を表す。 したが
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っ て同 じ 自動 詞 で も瞬 問 動 作 性 の場 合 は,テ イ ル ・テ アル を伴 った 「1時
問倒 れ てい る」 の よ うな言 い 方 は 可能 で あ る が,「1時 問 倒 れ る」 とは ふ
つ う言 わ ない 。 た だ し文 脈 に よ って瞬 問 ・継 続 いず れ の動 作 性 も表 し得 る
よ うな動 詞 の場 合,た と えば 「立 っ」 な ら,
O立 ち番 で,裏 門 の とこ ろ に2時 問 立 っ。
の よ うに・継 続 動 作 「立 チ ツ ヅケ ル」 の意 と して ～ テイ ル を伴 わず に馬 い
る こ とも で き る。
〈継 続 した時 問 〉 を表 す 言 い方 偉ふ つ うr夏 休 み で1か 月 国 へ帰 る」 の
よ うに 「醒 デ 自V」 文 型 とな る。(Vは 動 詞 を表 す.以 下 これ に な ら う。)
この揚 合 パ デ格 に立 つ名 詞 が トコ 冒な ら 「… … ニ オ ィ テ」 の 意 に,コ トな
ら 「一一 ナ ノデ/… … ニ ヨ ッテ」 の意 とな る点 に注 意 した い。
O東 京 で1年 間働 く。
G風 邪 で1週 間休 む。
次 に(対 応 す る時 間>を 表 す 言 い 方 と して,「1週 間 一… ・長 び く/縮 ま
る/早 ま る/遅 れ る1生 きの び る」 の よ うな 時 間 の増 減 を表 す 自動 詞 が
立 っ 文 型 があ る。 この場 合 ～ デ格 に はふ つ うコ トしか 立 たず,必 ず 「… …
ニ ヨッテ 」 の意 とな る。
O仕 事 で帰Pが1週 間 延 ぴ る。
第 三 に 状 態動 詞 と して 「3目 問 一… 居 る/あ る!要 る1か か る(必 要
の意)」 等 く存 在 す る時 間 〉〈所 要 の時 問 〉を表 す 言 い 方 が あ る。 これ は 形
容 詞 や形 容 動 詞 述 語 「30分 問 ・… ・冒ほ しい/痛 い/必 要 だ/静 か だ 」等 に
も通 ず る言 い方 で,そ の多 くは時 問 ・期 間 を表 す 語 が対 象 語 格 に 立 っ揚 合
で あ る 。 した が っ て 「3日問 … …要 る/必 要 だ」 な ら 「3目 間 が … … 要 る/
必 要 だ」 と言 い換 え るこ と も可 能 とな る。
最 後 に,他 動 詞 として は,ま ず 〈所 要 の 時 間 〉「一 二 ～他V」 文 型 。 こ
れ は 「復 習 に3時 聞 … …費 す/使 う/見 込 む/か け る!要 す る」 の よ
うな 「3時 問 を費 す 」 と⑤ ～ ヲ格 を用 い るべ き と こ ろ を零 記 号 化 す る用 法
で あ る。 これ は 助 詞 の省 略 形 式 と して除 外 して も よい で あ ろ う。 ① に他 動
詞 が立 っ場 合 は,ふ っ う 「一 二 ～ ヲ他V」 文 型 か 「一 ヲ他V」 文 型 と な
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り,〈 継 続 し た時 間>を 表 す 。 一 二椿 は 「・… ・・二対 シテ」 の意 と な る.。
○ 彼 女 に金 を10年 間送 り続 け る。
○ テ レ ビ を2時 間 見 る。
2・ 「～ まで 』 の 用 法
一マ デ が 時 間 ・期 間 の語 に続 く と 〈許 容 時 間 の限界 点>を 表 す こ と に な
る、 「IO年 ま で待 つ 」 の 「!0年 」 を10年 間 の 期 間 と取 る と戸 どん な に遅
く と も10年 間 を限度 と して'の 意 とな る。 あ る時 問 の 幅 を決 め て,そ の
限 界 点 を指 示 す る言 い方 で あ る。 後 続 動 詞 は可 能 ・許容 を表 す語 と な る 。
1Q時 問 ま で … …待 て る/働 け る/持 つ(保 つ)!で き る!許 す/い て
よい/乗 っ て い ら れ る
10時 間 まで は… …眠 れ な い/働 け な い/い られ ない/許 せ な い!認
め ぬ
そ の他 の意 の動 詞 は立 ち得 ない 。 「1週 問 ま で休 む」 とか 「2時 間 ま で歩
く」 な ど とは言 え な い の で あ る。 ～マ デ は・ 時 間 の語 に続 く ときは す ぺ て
限 界 点 の 格 助 詞 と な り,マ デ モ の意 の副 助 詞 的 用 法 を持 た な い。
3・ 「～ に」 の 用 法
こ の形 式 は1っ の慣 用 的 な言 い回 し と して,述 語 に立 つ動 詞 も特 定 の語
に 属艮られ る 。 「阿 に及 ぶ/～ にな る/飼 にわ た る/～ に ま た が る/解 に
お け る」 等,到 達 や 範 囲 を表 す動 詞 を伴 って,行 為 ・作用 の継 続 が あ る 時
間 ・期 問 にま で達 し及 ぶ 意 を表 す.肯 定 形 の ほ か・ 否 定 と呼 応 す る 「～ に
す ぎ ない/～ に満 た ない 」 等 もあ る。
な お,「1日 に3度 食 べ る.」 の よ うに,述 語 動 詞 に 回数 な ど数 量 を表 す
修 飾 語 が つ く場 合 に か ぎ り,「 飼ハ ～ 二 ～VJ文 型 と して,一 二 が用 い ら
れ る。 自動 詞 も他 動 詞 も可 能で,た い が い の 動 詞 が立 ち得 る文型 で あ る 。
○ 災 害 を伴 うの が何 十年 些1回 は あ る。(H箪6)1)
○ 休 み は1週 間 に1度 あ るが(II114)
1)用 例 の末尾 に()を 付 した ものは,早 大語研編 「外 国学生用 日本語教 科書 ・
中級」 噺 版)か ら引用 した例.エ ・IIは 第1部 ・第2部 を表 し,算 用数字 は ぺrジ
を表す。
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この種 の文 型 をま,数 量 の修 飾 語 を必 ず伴 い,こ れ を省 く≧文 意 をな さな
くな る点 に特 徴 が あ る。
4.「 ～で 」 の 用 法
1死 ぬ 〈継 続 動 作 ・作 用 の終 了 〉
1時 間iで
できる 〈継纈 作の闇 的基準 〉
この形式は継続動作の時問的限度を表す。立ち得 る動詞に2種 類あ り,
第1は 瞬問動作動詞で,〈 継続行為 ・作用の終了や完了〉を表す。「あと1
年で……終わる/死 ぬ/仕 上げる/切 り上げる/完 成する」等,瞬 聞動
作の自動詞およぴ他動詞である。この種の文型に立つ と,継 続動詞でも瞬
間動作性に変わってしま う。 「30分で一一 泳 ぐ ノ歩 く/読 む/話 す」は
「泳 ぎ切 る/泳 ぎ終える」 の よう・に終了時点 の瞬間動作を表すことにな
る1)。






前者 ①は`30分 話 しつづける'継 続動作であり,後 者 ④ は`30分 で話
し終える》瞬問動作 としてとらえている.① は話す行為の継続時問の幅を
問題とする意識で,「30分 話受 う/話 した」のように,ま ず行為 ・作用 の
成立を前提とし,次 にその継続時聞の長さを問題 とする意識である。はじ
めに継続行為があ り,あとからその長 さを30分 だと規定 または測定する意
識でもある。一方,④ ～デ形式は行為継続の限界 を区切 る意識であ 郵,「30
分で話そ う/話 した」のように,30分 とい う時問の長さをまず設定 し,そ
の時間ちょうどで行為 を完了させる,ま たは完了させたとの意識である。
要するに④は,あ る時間の幅をまず設定 し,そ の限界点で継続動作なら行
1)も っ と も・ 「1年 を1'0日 で 暮 らす い い男 」 の よ うな 例 は,「10日 分 の収 入 でJ








・か周 を 越える・く時問.・鯛 の基準 〉
費 す 。 く所 要 の 時 間 〉
第 一 は,そ の 時 問的 範 囲 で 時 を経 過 させ る継 続 行 為 「1か 月 を… … 過 ご
す1送 る!暮 らす/経 る」 等 で あ る。 こ の用 法 は 揚 所 の 解 デ を取 って
「一 デ ー ヲ 自V」 文 型 とな る
。 こ の ～ ヲ格 に は時 問 を表 す 数 詞 の ほ か,「 夏
休 み を送 る/学 生 時 代 を過 ごす/青 春 を送 る」 等 の語 も立 ち得 る.最 近
は 「現 代 を送 る」 の よ うな特 殊 な言 い 方 も行 わ れ る よ う に な っ た。
○ 夏 を過 ごす の に最適 の構 造(16斗)
○ あい た時 聞 を学 生 は,サ ー ク ル活 動 へ の 参加,… … 友 だ ち との お し ゃ
べ りな どで過 ご し ます 。(18)
第 二 は,そ の時 間 的 範 囲 を基準 の対 象 にす えて判 断 を行 う 「1か 月 を…
・・越 え る/上 回 る/下 回 る」 等 で あ る 。 この 形式 はr～ ハ 酎 ヲ 自V」 の
短 小 文 型 を とる。
第 三 は,旋 用 時 問 の範 囲 を何 時 問 と 設 定 す る 〈所 要 の 時 問>の 言 い 方
で,「10か 月 を … … 見込 む/費 す/使 う/か け る」 等 の他 動 詞 が立 つ 。
使 用 の対 象 を～ 二格 に立 て て,「 厚 二 ～ ヲ他V」 文 型 とな る.
○仕 事 に1週 問 を費 す 。
飼 二格 に は コ トが立 ち,「…… 二対 シテ!… … ノ タ メ ニ」 の意 味 とな る 。
・この用 法 は,零 記 号 形 式 ① の と こ ろで も触 れ た よ うに ～ ヲ格 が省 略 され る
こ とも多 い 。
さて,⑤ 形 式 の第 一 用 法 は、 しば し ば① の用 法 と同 一 視 され る。
① 外 国 で1年 間過 ごす 。
⑤ 外 国 で1年 間 を過 ごす 。
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文型① は文末動詞が比較的 自由で,た いがいの動作性動詞が立ち得る。
⑤はごく限られた動詞 しか来ない とい う差がある。表現意識としては,①
は継続行為を前提 とし,そ の行為の成立 によって経過す る(ま たは経過 し
た)時の長さを問題 とする。 はじめに行為があり,そ の継続する行為をあ
る時間の幅であとから区切る意識である。`過 ごした時問を測定 してみた
ら1年 間だった'の である。⑤はまず時間の幅を設定 し,つ ぎにその期間
をどのように使ったかを考察する。`そ の1年 問をどうしたのか～ 外国で
過ごしたのだ'の 意識である。 ① ⑤ は発想の順序がまったく逆なのであ
る。
II,数 量 の 言 い 方
数 量 と して は,金 額,人 数,個 数,回 数,長 さ,重 さ,容 量 な ど が挙 げ
られ る。 時 間 ・期 問 も数 量 の一 部 と考 え られ,し た が っ て数 量 表 現 は.時
問 表現 の意 味 ・用 法 と重 な る面 が多 い 。
動作 ・作 用 表 現 に お け る数 量 の言 い方 と して次 の5種 を考 え る。
①1000円 使 う。 ②1000円 ま で認 め る。
③1000円 に な る.④1000円 でで き る。
⑤1000円 を分 け る。
1・.零 記 号 形 式
用 法 の第 一 は他 動 詞 が 立 つ 揚合 で,「1000円 … 一・かせ ぐ/儲 け る/得 す
る1損 す る/使 う/費 す'用 い る」 な ど 〈総 合 した 数 量 〉を表 す 。
O答 案 を300枚 採 点 す る。
の よ うに 「～ ヲ ～他V」 文 型 を とる。 外 国 人 の学 生 の中 には この 文 型 参 不
得 意 で,r300枚 の答 案 を採 点 す る。」 の よ うに作 文 して しま う例 も見 受 け
られ る。 この よ うな 「～ ノ～ ヲ池V」.文 型 は,本 来 ① 文 型 とは 発 想 が異 な
り,〈 総合 した数 量 〉 を表 す 文 型 で は な い 。
A切 手 を 曳00円 買 う。
B.100円 の切 手 を買 う。
前 者Aは,買 う とい う行 為 が まず あ っ て,そ の 総額 を100円 と限 定 す る 。
一28_
10円 切 手 か20円 切 手 か わ か ら慮 が・ あ る 単 位 の ものの 集 合 を100円 と限
定 す る。 後 者Bは 切 手 自体 を100円 の と限 定 す る こ とに よ り,100円 切 手
を買 う とい う意 昧 に な る。 「100ペ ー ジ の 本 を 読 む。/3mの ゴ ム紐 を買
う。」 の よ うに,そ れ 自体 が100ぺ 一 ジ か ら成 り立 つ1つ の単 位 的 な もの
とい う場 合 は よい が,数 量 単位 を 持 た な い もの に は こ の文 型 は 使 え な い 。
「砂 糖 を1kg買 う
。」 とは 言 えるが,「Ikgの 砂 糖 を買 う.」 とは 言 い得
な い 。(1kg入 勢の箱 入 り砂 糖 とい うの が あれ ば,こ の 言 い方 は成 り立 っ.
が 。)
第 二 の用 法 は 〈所 要 の数 量 〉く存 在 す る数 量 〉 を表 す 言 い方 で,r300円
一要 る/か か る/あ る」等 の状 態 性 寄 りの 自動 詞 が立 つ 。これ は 「30D
円 ほ しい/必 要 だ」 の よ うな形容 詞 ・形 容 動 詞 も使 用 され る。 「学 生 が5D
人 い る」 の よ うに 「一ガ ー 自V」 文 型 とな る。
2,「 ～ まで 」 の 用 法
～ マ デ が数 量 の語 に続 く言 い方 は ,時 間 の 言 い方 の場 合 とま っ た く同 じ
で あ る。 ～ カ ラ～ マ デ と 対 応 す る言 い 方 で,〈 許 容 範 囲 の 限界>を 示 す 。
格 助 詞 とな り,副 助 詞 の言 い方 を持 た ない 。 「1000人 ま で 一甲… はい る/売
る/乗 れ る」qooO円 まで … …認 め る/許 す!借 り られ る」 な ど,可 能
を表 わす 動 詞 が来 るの は 当然 であ ろ う。




第 一 の用 法 は 「1000人 に(も 〉… … 及 ぶ/な る/達 す る/満 た な い 」
「… … にす ぎ ない
」 等,動 作 ・作 用 が あ る数 量 に至P及 ぶ こ とを表 す 自動
詞 を伴 って1つ の慣 用 的 な言 い回 しを作 る。
O売 り上 げ も,2倍 か ら3倍 に ふ くれ あ が ります 。(134)
0(売 り上 げ は)100億 か ら120億 に のぽ ります 。(135)
Q200メ ー トル些 及 ぶ とい う大 絶 壁 が見 え る 。 〔E131)
第 二 は,あ る他 動 行 為 の与 え及 ぼす 対 象 が数 量 概 念 を有 す る場 合 で,「～
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ヲ 解二他V」 「～二 一 ヲ他VJど ち らの文 型 も可 能 で あ る。
○金 を30人 に渡 す 。 →30人 に金 を渡 す。
○砂 糖109を 水11に まぜ る。 → 水11に 砂藷109を まぜ る。
酎二格 は 「… … 二対 シ/… … ノ中 二」 とヒ・う他 動 行 為 の 及 ぶ対 象 ゆ え
,
モ ノ・ヒ トが立 ち,特 に数 量概 念 の語 と は か ぎ ら ない.「 金 を30人 に渡 す 」
も 「金 を運 動 員 に渡 す 」 も発 想 は ま っ た く同 じで,～ 二格 の語 は た とえ数
詞 で も名 詞的 概 念 と して と らえ て い る 。 「30人 にJは 「30人 の人 に」 の意
で,30と い う数 量概 念 よ りは,入 とい う事物 概 念 と して 把握 され て い る。
そ れ ゆ え 「水 鐸 に」 は 「1/の 水 にJと 置 き替 え てい っ こ うに さ しつ か
え ない。
○水1/に まぜ る。 →1〆 の水 に まぜ るo
第三 は.〈分 割>を 表 す 言 い方 で,形 式 上 は第 二 の文 型 と等 しい 。 た だ
し,～ 二格 に立 つ 語 は あ
.くまで 数 量 概 念 と して とら え てい る点 が異 な る。
○ レモ ン を10個 に切 る 。
○薬 を3回 に分 け て飲 む.
この ～ 二格 は 「… … 二対 シテ 」 で は な く,「 ドノ ヨ ウニ/イ ク ツ ニ/何
回 二」 の意 で あ る.
4,「 ～ で」 の用 法
・入1で欝 譲 諜 笹〉
第 一 の用 法 は く所 要 の 数値 ・数 量 〉〈必 要 量 の 限度 〉を表 す 言 い 方 で,自
動 詞 ・他 動 詞 と も に可 能 で あ る。「あ と5入 で … … や め る/終 わ る/打 ち
切 る」 「古 本 を500円 で … …買 う1売 る ノ求 め る/譲 る」「卵10個 で … …
で きる/作 れ る/作 る/す む 」「給 油1回 で大 阪 まで … ・一行 け る/行 く/
走 る」
「卵10個 で 作 れ る
。」 の よ うに く必 要 量 の限 度 〉 を表 す 揚 合(多 く可 能 の
言 い方 を と る),～ デ は 一バ の条 件 表現 に置 き換 え得 る。
O卵10個 で作 れ る。 → 卵10個 あ れ ば作 れ る 、
なお,「 カ ス テ ラは卵 で作 る。」 「この カス テ ラは卵10個 で 作 る。」 と類
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似 文 型 を形 づ くる が,前 者 はW② で 述 べ る 〈材 料>を 表 す。 後 者 も一 見
〈材 料>の よ うに見 え るが,そ うで は な い 。材 料 の卵 を1個,2個,3個 …
壱 数 え て 所 要 の数 量 を10個 と限定 す る。 酎 デ格 は材 料 の 事 物概 念 で は
な く,あ くま で も数 量 概 念 で あ る。 な お,外 国 人 は 「10個 の 卵 で 作 る。」
と言 いや す い が,日 本 語 的発 想 とは言 い難 い 。
第 二 の用 法 は,対 人 関係 を前 提 と して成 塑立 つ動 作 動 詞 が 述 語 に立 っ 場
合 で,く 共 同動 作 〉 を表 す 。 「3人で ・… 一相 談 す る/分 担 す る/競 争 す る」
と 自 ・他 動 詞 が立 ち得,人 間 の行 為 を前提 とす る。 共 同 動 作 と言 っ て も,
とき に は た だ1人 の動 作 や 行 為 で こ の文 型 を構 成 す る こ とが あ る。
○ 坊 や は1人 で ど こか へ行 っ た。
要 す る に人 間 の行 為 を支 え る人 員 数 を考 慮 す る言 い方 で ・ そ れ が 複 数 行
為 か単 数 行 為 か は 問題 と しな い。 「金 を1人 でせ しめ る。」 「金 を3人 で 分
け る。」 と一デ 文 型 を とれ ぽ,配 分 に あず か る人 数 を問題 と し,「 金 を3人
に分 け る。」 と～ 二文 型 を とれ ば,配 分 す る行 為 者 を主 語 に立 て,そ の 主
語 に立 つ 人 物 が一 方 的 に3人 に金 を配 り与 え る とい う賦 与 行 為 の対 象 を問
題 とす る意 識 とな る 。
川 デ文 型 は,文 脈 に よ っ て は 「… … ニ ョ ッ テ」 の 〈原 因 ・由来 〉の意 に
発 展 す る こ と もあ る の で注 意 し たい 、
○ うわ さほ女3人 で作 られ る。
5,「 賀を 」 の 用 法
この形 式 は 一 ヲ格5述 語動 詞 に直 接 せず,「 ～ ヲ～ デVJ「 ～ ヲー 二vj
文 型 の よ うに,あ とに ～ デ格 や ～ 二格 を伴 うの が ふ つ うで あ る、 「100m
を10秒 で走 る。」 「1000円 を4人 で 分 げ る。」 「50人 分 を 学 校 に 届 け る。」
「米1kgを 袋 に入 れ る
。」 これ を倒 置 させ る と一 ヲ格 は零 記 号 化 す る。(①
形 式)
○ 牛 乳10本 を5日 で飲 む 。→5日 で牛乳10本 飲 む 。→ 牛 乳 を5目 で10
本 飲 む 。
「10本 の牛 乳 を5日 で飲 む 。」 の よ うに,数 量 概 念 の語 を連 体 修 飾 させ る
こ とは 日本 語 的 で は ない 。 な お,
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④5日 で1Q本 飲 む.
⑤10本 を5目 で飲 む。
一 ヲ を零 記 号 化 した ① は,5日 とい う既 定 日数 の 中 で飲 ん だ結 果 の総 和
が10本 で あ っ た とい う発 想 で あ る。 ⑤ は,目10本 とい う既 定 量 を飲 んで い
った結 果,飲 み終 え るの に要 した 日数 が5日 で あ っ た とい う発 想 で あ る。
～ヲ格 が 数 量 の 語 を 受 けて 「1QO人 を… … 越 え る1上 回 る1下 回 る1
下 らな い 」 等 「～ ヲ 自V」 文型 を と り く数 量 の基 準>を 表 す言 い方 とな る
の は,時 問 の 言 い 方 と同 じで あ る。
01キ ロ39円 の サバ も,小 売 値1キ ・ 鴛0円 を越 え る とい う ぐ あい で
あ る。(187)
○年 間 百 を上 回 る美 術 団 体 が,こ こで 展 覧 会 を行 な って い る。(131)
11L対 人関係を表す言い方
動作・行為表現における対人関係の言い方にば,次 の7種 が考えられる。
① 先生から聞いた。 ② 先生藍 届ける・
③ 先生へ伝 える。 ④ 先生竺話す。
⑤ 先生 と相談する。 ⑥ 先生がた歪決める。
⑦ 先生を訪ねる。
1・ 「～から」の用法
氣生沼 籟瓢 麟 欝 対　 →二
Il〃1か らi話 しま し ょ う く代 表 〉→ ガ
i!〃1障 台め る 〈順 番 〉
　〃!1言 い出 したことだ 〈発生源 ・由来 〉→ ガ
ーカラは動作 ・行為の起点を表す。起点に2種 あ窮 一は行為者 ・被行
為者の対人関係における行為の起点,一 は複数行為者における順番の起点
である。 さて,動 作の発現や指向を被動作者の受動行為 として受け止めれ
ば く受身>や く受身的対入関係>と なり,積 極的に動作者の側に立てば
く能動的対人関係>ま たは 〈能動主体>を 構成する。
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○ 子 供 は母 親 か ら少 しず つ こ と ば を教 え られ る。 σ189)く 受 身 〉
○ 人 か ら聞 い た知 識 は不 正 確 で あ る。(II151)目 〈受 身 的 対 人 関 係 〉
○審 査 委 員 長 か らつ ぎ の よ うな講 評 が行 な わ れ た。(124)〈 能 動 的 対 人
関係 〉'
Oこ うい う考 え方 は,実 際1こ金 銭 を取 り扱 っ て い る人 か ら見 れ ぱ,あ た
りま えの こ とな の だ ろ う と思 う。(II99)〈 能動 主 体 〉
この 能 動 性 が さ らに強 ま れ ば 〈代 表 〉の 意識 と もな る。
○ 私 か ら(彼 二)よ く注 意 してお き ます 。 〈対 人 関 係 〉
○ そ の件 につ い ては私 か ら(皆 サ ン ニ)ご 説 明 い た し ま し ょ う。 く代 表 〉
複 数 に よ る動 作 の 発現 に 意 図的 に順 序 を設 けれ ば,輪 番 制 の行 為 の起 点
〈順 序 〉 と な り,自 然 発 生 的 また は 無 意 図 的 に順序 が生 じて いれ ば 〈発 生
源 ・由来>と な る。
○ き み か ら始 め た ま え。 〈順序 〉
○ そ れ は奴 か ら言 い出 した こ とで,お れ は知 らない 。 〈発 生 源 ・由来 〉
2・ 「～ ま で」 の 用 法
一 マ デ が対 人 関係 の 格 助詞 と して 機 能 す る の は,「 ～ ヲ ー マデ 他V」 文
型 の 場 合 で,述 語 動 詞 は 「届 け る/伝 え る」 等 ご く限 られ た移 動 動 作 性 の
他 動 詞 で あ る。
○ レポー トを先 生 まで届 ける。
それ も 「先 生 に …… 渡 す/話 す/贈 るJの ～ 二格 の よ うrな入 物 そ の も
の と して 対 ヒ トの概 念 に 立 つ意 識 で は ない 。r先 生 まで 」 はr先 生 の所 ま
で」 と等 価 で,揚 所 的概 念 で あ る。 そ の ～マ デ 格 に立 つ トコ ロヘ,モ ノ を
移 動 させ る場 合 の用 法 で,「 物 を … … の所 ま で … … す る」 文 型 の と き,は
じめ て 〈移 動 動 作 の帰 着 点>の 意 味 が顕 現 す る。
第 二 の用 法 は く順 番 の最 終 者 〉〈到 達 射 程 の 限界>を 表 す ～ マ デ で あ る。
行 列 して い る買 い物 客 に
○ 特 売 品 は あな た ま で 売 ります 。
と言 う とき,`先 頭 の 客 か ら あな た の所 まで'と い う順 番 に お け る 位 置 的
概 念 とな る、 「～ハ ー ヲ ～ マ デ他V」 文 型
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O(店 ハ特 売 品 ヲ)あ な た まで 売 る。
で は,述 語 動詞 の受 身 主 体 は 一 ヲ格 に立 つ語 で あ る。 つ ま り売 られ る の は
特 売品 で あ る。 「あ な た」 で は ない 。 これ が強 意 の副助 詞 の場 合,
0自 分 の娘 まで売 る。
で は,売 られ るの は ～ マ デ格 に 立 つ 「娘 」 で あ る。 「娘 まで 」 は 「娘 を」
の 目的 格 に相 当す る。 先 の 〈帰 着 点 〉の例 ・rレポ ー トを先 生 まで届 け る。」
も,届 け られ た の は レポ ー トで あ っ て,先 隼 で は な い。 この 点,.強 意 の 場
合,「(教 え子 が)先 生 まで な ぐ る。」 の例 で は,な ぐ られ たの は先 生,す な
わ ち～ マ デ格 に立 つ 語 で あ る。 た だ し・
○先 生 は 出席 簿 順 に田 中 さん ま で 当 て る。
○家 庭 訪 問 で先 生 は き ょ う田 中 さん まで 訪 問 し終 えた 。
とい う とき,当 て られ 訪 問 され た受 身 主 体 は ～ マデ 格 の 田 中 さん で は あ る
が,こ の マ デは 強 意 の 副助 詞 で は な い 。動 詞 に は も とも と動 詞 ご とに ヒ ト
を受 け る格 が 一 ヲ格 か 一 二格 か き ま っ て お り,,「訪 問 す る」 な ら 「田中 さ
ん を」 と～ ヲ格 を取 るが,「 売 る!届 け る」 な ら 「田 中 さん に」 と～ 二格
を取 る 。ま た 「当 て る」 の揚 合 は 「田 中 さ ん を～」 「宿題 を田 中 さん に ～ 」
と文型 的 に両 様 が見 られ る。 か よ うに対 人 関 係 を示 す 格 の形 ぶ一 定 して い
る ため に,～ ヲ格 に入 を取 る動 詞 の湯 合 は,そ の ま ま格 助 詞 の 一マ デ に 置
き換 わ 弘 動 詞 の受 身 主 体 とな る の で あ る。 け っ き ょ く,.～ 二 と置 き換 え
の き く～ マ デ は 〈帰 着 点 〉 を表 す 格 助 詞 の 一 マ デ。 ～ ヲ と置 き換 え られ る
～ マ デ は,文 意 か ら 〈順 番 の限 界>の 格 助 詞 か,〈 強 意 〉 の 副助 詞 か を弁
別 しな け れ ば な らない 。 自動 詞 の場 合 はす ぺ て副 助 詞 と見 て よい 。
G先 生 ま で よ そ見 してい る。
なお,～ マ デの 前 に他 の 助 詞 が は い る とす べ て副 助 詞 とな っ て しま う点
は 記憶 され て よい こ とだ と 思 う。 「に ま で/へ ま で/で ま で!を まで/
とま で/か らま で」 な ど。
○ あ の先 生 に まで 知 らせ るの か い.
3。 「～へ 」 の用 法
対 入 関 係 を表 す 言 い方 で ～へ が 単 独 で 用 い られ る例 は い た って少 な い 。
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しか も,酎 二 の用 法 と重 な るため,多 くは ～ 二形 式 に よ っ て表 され る。
○ 先生 へ願 い 出 る。
○ 未 亡 人 か ら菊 治 の父 へ(伝 えて き た茶 わ ん)。(∬208)
一へ 格 に立 つ ヒ トは被 動 作 者 とな るゆ え,〈 動 作 の相 手 と な る もの>を
表 す 。 次 の 解 二形式 忙 く らべ用法 が狭 い。 ～へ はふ つ う 「ハ/モ 」 を伴 っ
た言 い方 で使 わ れ る。
○父 へ は電 報 を打 ち ま した 。
O弟 へ も手 紙 を書 こ う。














〈受 身 の動 作 者>
く 〃>→ カ ラ
く 〃 〉→ カ ラ
く使 役 『許 容 ・放 任>→ ヲ
く 〃 〉




〈作用 の波 及 〉
〈比較 の対 象 〉→ ト
対 人 関 係 の 一 二 が受 身 文 型 に働 く場 合 は,一 二格 に立 つ ヒ トが動 作 者(シ
手),文 の主 語 に立 つ 入 物 を被 動作 者(サ レ手)と し ての 受 動 行 為 を成 立 させ
る。 ～ 二格 の ヒ トが 動 作 者 とな る形 式 は,く 受 身 の動 作 者 〉 の場 合 に 限 ら
れ るG～ 二 は 「… … 二対 シテ」 で は な くン 「… … ニ ヨ ッテ/… … カ ラ」 の
意 で あ る。 な お,く わ し くは拙稿 「受 身 ・使 役 の 言 い 方 」 に譲 る%
Q中 華 そ ば も以 前 か ら若 い人 た ちに 愛 好 さ れ て い る 。(147)← ニ ヨ ッ
テ ノカ ラ
ユ)本 講座 第9分 冊所収 。
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受 身表 現 は と ら ない が,受 身 と同 じ く一 カ ラ との置 き換 え が で 劃 もっ
ぱ ら～ 二格 を動 作者 と して 述 ぺ る もの に,「 友 人 に招 き を受 け る。」 式 の言
い方 が あ る。 この形 式 を と る動 詞 は 「受 け る/聞 く/教 わ る/習 う」 な
ど受動 的動 作 を表 す 動 詞 で あ る。.
○ そ ん な こ とだ れ に 聞 い た の ～
○父 に教 わ る。/習 う。
「… … に教 わ る
」 は 「教 え られ る/教 え て も ら う」 の 受身 表現 ・恩 恵表
現 と等 価 で,こ の よ うな ～ 二格 は 一 カ ラ との入 れ替 え が可 能 で あ る。
～二文 型 が 〈使 役 ・許 容 ・放 任 〉の意 味 で用 い られ る場 合 は
,～ 二格 の
ヒ トは被 動 作 者(サ セ ラ レ手)で あ る。 こ の形式 は 自動 詞 が立 っ場 合 にの み
「二 → ヲ
Jの 入 れ替 え が で きる 。
O読 書 は人 に物 を考 え させ る 。(II150)
○ むす こ に行 かせ ま しよ う。 → ヲ
なお ・ 「… … テ モ ラ ウ」 の 恩恵 表現 も この使 役 表 現 に準 ず る。
○要 は,い か に多 くのお客 さ ま に上 まで上 が って い た だ くか で す.σ37)
〈可 能 〉は,そ の 行 為 の 行 え る最 低基 準 をダ レ と示 す 言 い方 で,「 ～ デ ノ
～デモ」 の 発想 に近 い 。(39ぺ 一 ジ注1参 照 の こ と)
○わ た し に買 え る よ うなね だ ん で は ない が … …(156)
<行 為 の対 象>は,～ 二文 型 の最 も一般 的 な用 法 で あ る。 この言 い 方 に
は,r彼 に … ・伝 え る/質 問 す る/渡 す/押 しつ け る/見 せ る」 の よ う
な ～へ の発 想 に近 い,「 彼 』 に対 す る動 作 者 の一 方 的 行 為 の他 動 詞
○本 屋 に頼 ん で お く と,市 に 出 た とき手 に入 れ て くれ る。(154)
と・「彼 に … …約 束 す る/話 す/相 談 す る」 の よ うな～ トとの入 れ 替 えが
可 能 な,相 手 方 の協 調 を期 待 し得 る動 作 動 詞 と,二 様 の動 詞 が立 ち得 る。
た だ し,一 二 を使 え ば一 方 的 働 き か け,一 トを使 えば 相 互 行 為 とな る。
O友 だ ち に相 談 してみ る と… …(158)
〈行 為 の対 象 〉 は対 人 関係 を前 提 と した 一 語 の動 詞 に よ る とは か ぎ らな
い 。「彼 女 に手 を振 る。」 の 「振 る」 は対 人 関 係 を予 想 す る動 詞 で は な く,
「彼 女 に振 る
。」 では 意 昧 を な さぬ 。 「手 を振 る」 の 連 語 を なす こ とに よ り,
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行 為 の相 手 が要 求 され る。「き みに 話 が あ る。/先 生 に頭 を さげ る。 ノあ の
男 に気 をつ け ろ。/彼 女 に思 い を寄 せ る 。」 な ど,例 は多 い 。(先 の 「友 人
に招 き を受 け る。」 も,連 語 が対 人 関 係 を構 成 す る点 で,こ れ と同 類 で あ
る。)
～ 二格 が ～ ヲ格 と入 れ 替 え 可能 な場 合 が あ る。
○ 知 人 に頼 る。 → 知 人 を頼 る。
本 来,対 入 関係 を前 提 と した 自動 詞 も し くは 自動 詞 寄 りの他 動 詞 で,全
人 格 的 ・精 神 的 な行 為 を表 す語 「焦 れ る/あ こ がれ る/ほ れ る/恋 す る
!嫉 妬 す る」 な どに 見 られ る 。 他 動 詞 の場 合 は,「 ～ ヲ他VJ文 型 の～ ヲ
格 に立 っ べ き 目的 語 ヒ トが ～ 二格 に も な り得 る場 合,こ の用 法 とな る。
○ 留 学 生 に教 え る。 → 留 学生 を教 え る。
こ の 「～ 二他V」 は,実 は 「一 二 一 ヲ他V」 文 型 で あ っ て,目 的 語 コ ト
を～ ヲ格 に と る。
O留 学生 に 目本 語 を教 え る。
こ の用 法 は,一 二格,酎 ヲ格 ど ち ら も 取 り得 る 他 動 詞 に しか 見 られ な
い1〕o
<作 用 の 波及 〉 とは無 意志 的 な作 用 の対 象 を 一 二格 が 表 す 揚 合 で・「我 々
に… …影 響 す る/(被 害 が)及 ぶ 、1(疑い が)か か る/お っ かぶ さ る/(圧 力
が)加 わ る/(つ け が)回 る/(番 が)来 る」 の よ うな 自動 詞 に よ る 「厚 ガ ～
二 自V」 文 型 の とき生 ず る意 味 で あ る 。
<比 較 の 対 象 〉は 状 態 性 の 強 い言 い方 で,～ トと意 味 を共 通 に し,相 互
に入 れ 替 え が可 能 で あ る。
O花 婿 の ほ う も花 嫁 に合 わせ て和 服 にす る との こ と。(158)→ ト
「弟 に … …似 る ノ・比 較 され る/く らべ て/似 通 っ た … …/匹 敵 す る」
な ど。 た だ し,「 … … に比 して/一 一 に対 して」 の よ うな1つ の言 い 回 し
は,一 トとの入 れ 替 え が きか ない 。 ま た,上 下 の価 値 を表 す 揚 合 は・ 比 較
1)拙 稿 「日本語動詞 における格支配 と意 味」(早 大語 研十周年記 念論文集)参 照
の こと。
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の 一 ヨ リ と入 れ替 え が 可 能 に な るヱ〕。 「弟 に… ・・優 る/劣 る」 → ヨ リ
「弟 に … …近 い/似 っ か わ しい/・ ぴ っ た りだ/う っ て つ け だ/似 合 い
だ」 形 容 詞 ・形 容 動 詞 も立 ち得 る文 型 で,状 態 動 詞 が来 る。
5、 「～ と」 の 用 法
遊 ぶ く相 互動 作 の対 象 〉
彼1と 綴 する 〈 〃>一 二
比較 す る 〈比 較 の対 象>→ 二
～ トが動 作 動 詞 を取 る とき は,両 人 の相 互 動 作 とな る の が本 来 の働 き で
あ る。 この 点 が 一 二 と異 な り,た といrト/～ 二Jど ち ら も可 能 な場 合 で
あ って も,発 想 を異 に す る。 「彼 に相 談 す る」 は彼 に対 す る こち らの一 方
的働 きか けで あ り,彼 は 被 動 作者 と して 受 け手 の 立 場 で しか な い。 一 二 が
相 談 を持 ち か け る 行 為 を 表 す の に対 し,「 彼 と相 談 す る」 は持 ち か け て い
っ た問題 に つ い て 両者 で 談 合 す る とい う相 互 行 為 を表 す 。 両者 と も シ手 の
側 に立 っ 言 い 方 で あ る。 一 トの こ の よ うな発 想 か ら,「 彼 と… …遊 ぶ/行
く/歩 く/結 婚 す る/け ん か す る」 な どの 動 作 性 自動 詞 ・ お よび 「飽 強
す る/読 む/見 る ノ研 究 す る」 な ど,ヒ トを対 象 とし ない 動 作 性 値動 詞
は ～ 二 との 入 れ 替 えが き 牟 ない 。 厚 ト格 を受 け る動 詞 は い ず れ も有 意志 性
の動 詞 で あ る。
6。 「解で 」 の 用 法
遊 ぶ 〈共 同 動 作 の仲 問>目→ ト
僻Fで 相 談 す る.く 〃 〉一 ト ・二』i
l決 め る 〈"〉
～ デは 「パ デ 自V」 「～ デ ー ヲ他V」 文 型 を と り,主 語 ～ハ/一 ガ を持
たな い とこ ろ に特 徴 溺 あ る2)。 他 の助 詞 の場 合 は,動 作者 と被 動作 者 が 設
1)く 比較 〉 の～ ヨリのほ うが ～二よ り用法 が広い。 「弟よ り一…・できる 〆働 い
た 〆勉強 してい る/忙 しい/元 気 だ」 な ど,多 くの用言ぷ阿 ヨリ格 を取9得 るの
に くらぺ と,く 比較 〉 の～二は取 り得 る動詞炉 ご く限 られてい る。




に立ったのであるが,一 デ文型は,～ デ格に立っヒト(複数)が 行為主体 と
なり,.彼等同士で共同動作を成立 させる。しかける者 としかけられる者 と
の関係を持たない。したがって 「彼等に(1と)相 談する」は卍ハに立つヒ
トが行為者であるが,「彼等で相談す る」は彼等自身が行為者で,話 し手・
聞き手は行為のらち外にある、と同時に,～ デ格に立つ ヒトは共同行為 の
仲間ゆえ複数人物 となる。「兄弟/夫 婦/グ ループ1私 たち/彼 等」 の
ように複数概念の語である。 単数概念 も含 む語,た とえば 「先生で決 め




語(ヒ ト)が共同行為の仲問であることによる。 「2人で死ぬ」 は可能で も
「2人で生 まれる」とは言えない。双生児の出産は2人 の意志的行為ではな
いからである。 これは 「2人で死の う」のような意志表現の可否によって
判別がっ く。 ヒ.トが立つ川デ文型は動詞を意志的なものとなす ところに特
色がある。
7,「 ～を」の用法
1働かせる く鍛 の対象>→ 二
むすこ 憲 頼 る 〈行為の対象>→ 二
ii呼 ぶ 〈 〃>
1な ぐ らせ る 〈使 役 行 為 の対 象 〉
〈使 役 の対 象 〉は 「んハ ー ヲ 自Vせ る」 文 型 で,～ ヲ格 に 立 っ ヒ トは被
使 役 者 。 ～ ヲは ～ 二 と入 れ 替 え る こ と も可 能 で あ る。
1)「 デモ」 の意 の 厚デはこの限 勢ではない。 「子供五い いか ら手伝い に来 て く
れ。」 のよ うな形容詞 の他.状 態動詞が この用法 を持つ。 これは`他 者 な らもっ と
よいが最低x× で も可能'`… ・・で 十分'`… …で結構 だ'の 意 を表 し,可 能 の意 の
動詞 ボ後続す る。
○お前ででき るかんたんな仕事だ。
○ わたしでわか るこ とな ら・何で もお話 ししましょ う。(133)
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○聴 衆 堂 笑 わ せ る話術 に α ～2)
<行 為 の対 象 〉「む す こ を頼 る」形 式 は 阿 二 の 用 法 の 項 で触 れ た の でン こ
こ では 省 く。 「むす こ を呼 ぷ 」 形 式 は他 動 詞 が 述語 に立 つ最 も一 般 的 な卒
型 で,ル ヲ椿 に立 つ ヒ トは被 動 作 者 で あ る。 「む す こ を・・… ・訪 ね る 、1撮る ノ
写 す/描 く/待 つ/敬 う/捕 え る/殺 す」 な ど.
O客 を帰 した。(194)
同 じ対 人 関係 で も,次 の 〈使 役 行 為 の 対 象>で は,さ らに～ 二 格 を と っ
て,「AハB二Cヲ 他Vせ る」 文 型 とな り,三 者 問 の対 人 関 係 を構 成 す
る1ン。Aは サ セ手 の優役 者,BはAに 対 して は サ セ ラ レ手 の被 使 役 者,C
に対 し て は シ手 の行為 者,Cは サ レ手 の被 行 為者 で あ る。例 「父 は母 に む
す こを叱 らせ た。」
四 、 物 ・事 に 基 づ く言 い方
モ ノ ・コ トを根 幹 とす る動 作 ・作 用 ・状 態 表 現 と して次 の4種 を取P上
げ る。(～ ヲ の用 法 は 幅 が広 い の で,別 の 機 会 に ゆず る.)
① 小 麦 粉 か ら作 る。 ② 小 麦 粉至 作 る。
③ 小 麦 粉 に 由来 す る。 ④ 小 麦 粉 とな る。
この うち ① ② ③ は 〈手 段 ・方 法 ・材 料 ・起 因>な どを表 す 言 い方 とな
り,③ ④ は 〈変 化 ・名 目>な ど を表 す 。 ③ ～ 二 は両 者 に ま たが り,用 法 の
幅 が広 い 。
1・ 「～か ら」 の 用 法
絹 糸 は繭1採 る く源 泉 〉
ll轡鷹 轡i欝 ・
削 カ ラ は動 作 ・作用 の起 点 を表 す.モ ノ を受 け る揚 合 ・r水 か ら引 き上
げ る」 の よ うに 「水 」 を 「水 の 中」 と揚 所 的 に と ら え,移 動行 為 の起 点 を
1〕 拙 稿 「受身 ・使役 の言 い方 」(本 講座 ・第9分 冊)
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示す。 このような揚所的起点の意識が基本にあるため,「 食塩は海水 から
作 る」 も,「海水」 とい う素材を塩の存在する場所 と考え,そ こか ら分離
して取 り出す とい う気持 ちが強いo目
○ナイロンは石油からできる。
○絹糸は繭から採 るq
いずれ も〈取 り出す>と いう意識である.そ こに本来存 したモノを引き
出す という発想から,さ らにそこにあるモノを組み合わせて新 たなモノを
こしらえ出す意識に発展する。
○ビールは麦 とホップから作る。
のように2種 のモノの合成,そ の作 り出す過程に幾つかの段階を経て変形





これ らの意 識 が ② ～ デ と相違 す る点 で あ る。 「ヒ ョウタ ンか ら駒 」 とい
っ た こ とわ ざ の通 り,本 来 場 所的 な もの の転 化 で あ る。
2種 以 上 の もの の組 み 合 わ せ混 合 意識 が 強 ま る と,
○ 学 校 は学 生 と教 職 員 とか らな る。
の よ うな 〈組 織 ・組 成 〉 とな る。 こ の意 識 は 一 デ の置 き換 えが で き る。 コ
トの場 合 は,
○ 些細 な こ とか ら始 ま っ た け ん か 〈起 因>
○ 憲法 の条 文 か ら推 して … … く依 拠 〉
○ 彼 の 自 白か ら判 断 す る と… … 〈依 拠>
の よ うな く原 因 の 由来,拠 り所,手 が か り>と い っ た意 味 が出 て く る。 こ
まこと ぎび
れ も 「嘘 か ら出 た真/身 か ら出 た錆 」 の よ うに,も と も とは行 為 ・作 用 の
起 点 で あ り,そ の起 点 を問 題 の 発 生 源 す な わ ち 原 因 として は あ く した り,
判 断 の拠 り所 とし て取 り上 げた りす る こ とに よ る。
○ わ れ わ れ は気 象 か ら大 き な恩 恵 を受 け て い る.(II117)〈 起 点 〉
一41』
2。 「酎 で 」 の 用 法
ソバ粉 作る 〈材料 〉→ カラ
1万 円札 払 う 〈手段 ・方法 〉
書 く 〈道具 〉万年筆
で1
多数決i める く手段 ・方法 〉
i勝 つ 〈拠 蜥>
実 力
;休 む 〈原 因 ・理 由>風 邪
～デ は 「ニ テ/ニ ヨッテ/ニ ヨ リ」 の置 き換 え が可 能 で あ る こ とか ら
もわ か る よ うに,あ るモ ノ を使 用 して あ る行 為 や 状 態 を成 立 させ る意 識 の
語 で あ る 。 そ の モ ノ と行 為 ・状 態 との 関係 は密 接 で直 接 的 で あ る。 使用 意
識 が強 く,～ カ ラの よ うな起 点 意 識 は な い。'
○紙 至 人 形 を こ し らえ る。
○竹 で籠 を編 む。
は紙 や 竹 を く材 料 〉 と して 使 用 す る意 識 で あ り,
Qパ ノレプ か ら紙 を こ し ら え る。
○砂 糖 は砂糖 黍 か ら作 る。
はパ ル プや 砂糖 黍 を 〈原 料>と して製 品 を生 み 出 す意 識 で あ る。 ～ デ は 手
作 業 的 ・ ～ カ ラは工 業 生 産 的 で あ る の も材 料 と原 料 との差,加 工 と製 造 と
の差 に よ る意 識 の違 い で あ る。
O厚 い壁 で しき っ て あ っ た な らば ど うか 。(164)
く使用 〉の意 が よ り顕 著 な例 は,加 工 の た めの く手 段,方 法,道 具>を
表 す揚 合 で あ る。原 材 料 とは 関係 が な い か ら・ 一 カ ラ との置 き換 え はで き
な い?「 天 ぷ ら油/支 那 鍋1箸/石 油 コ ン ・・… 一で揚 げ る」
O仕 入 れ た さか な を トラ ック で 自分 の店 に運 ぴ(186)
○ 目の前 で握 る の を手 でつ ま ん で食 べ る。(148)
「手 で こね る/風 呂敷 で 包 む/ナ イ フで切 る/ス コ ップ で 掘 る/電 車
で行 く/積 木 で遊 ぶ/電 話 で 呼 ぴ出 す!注 射 で直 す/1000円 札 で買 う』
な ど,有 意 志 性 の動 作 動 詞 が立 つ 。 自動 詞 も他 動 詞 も来 るが,弛 動 詞 の 例







Qガ スで死んだ。→ 有意志1無 章志
「死んだ
」 を意志的行為 ととれぱ 「自殺 した」 と同義で 〈方法 ・手段〉
とな り,無 意志性ととれば 〈原因 〉で,事 故死となる。「空気で伝染する」
なども微妙な例と言えよう。
=ト が ～デ格に立つ揚合は,後 続動詞が有意志性の場合 はふつ う 〈手
段 ・方法〉となる。
○つけで買 う。
ただし,有 意志性行為でも,諸 種の事情でやむを得ずそ うする揚合,そ
うせざるを得ない場合は,無 意志的行為 として 〈原因〉 となることがあ
る。
○ ノイ ロー ゼで 自殺 し た。 〈原 因>
有 意 志 か 無 意 志 か の差 で ～デ の 意 味 を左 右 す る。 「多数 決 で 決 め る」 は
有 意 志 で く手 段 ・方 法>,「 多数 決 で決 ま る」 は 無 意 志 で く拠 り所 〉 とな
る。
○(旅 行 は)新 郎 の意 見 で,九 州 に 変 わ っ た とい う。(160)
「全 員 一 致 で 可 決r不 断 の努 力 で か ち得 た栄 誉!コ ネ で は い る/法 律
で禁 じ る/雨 で 中止 に な る/先 輩 の好 意 で助 か っ た」 等 。 形 容 詞 ・形 容
動 詞 も立 つ こ とが あ る。
○ 出発 の準 備 で忙 しい!多 忙 だ/暇 が な い。
さて,～ カ ラ,～ デの 発 想 の違 い を,]ト の場 合 に つ い て 考 え てみ よ
う。
o現 場峨 された指紋㌘ 騨 っい島
厚 カ ラは,`指 紋 か らど うい う結 果 が 引 き 出 され た の か ～ こ うこ うこ う
な っ て足 が つ い て しま っ た'。 とい うよ うに推 論 の出 発 点(指 紋)が ～ カ ラ
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格 に よ っ で示 され る こ とに よ り,推 論 の過 程 が表 出 され る。 いgぽ う～デ
は ・`な ぜ 足 が つ い た7指 紋 で ン。 つ ま り 「ニ ヨ ッテ」 の意 の 酎 デ が来 る
こ とに よ り,単 な る理 由説 明 とな っ て しま う。 ～ カ ラの ほ うは推 論 の起 点
と結果 の 関係 を示 し,発 想 の順 序 は 「指紋 か ら → 足 がつ く」 の順 行 関係 。
パ デの ほ うは理 由説 明 と結 果 の 関係 を示 し
,r指 紋 で ← 足 が っ く」 の逆 行
闘 係 とな る。










ひ か れ る 〈受 身 的 対 象 〉→ デ
〃(〃 〉






〈名 目 〉　)ト シ テ
目〈比 況 〉
〈化 成 の 結果 〉→ 卜
因果 関 係 を表 す く受 身 〉〈原 因 〉 の 一 二 を考 え る。 ～二 を受 け る動 詞 が
受 動態 で(こ の 揚合,受 動 者 は ヒ ト),～ 二格 に能 動 者 側 のモ ノ ・コ トが立
つ とき は 「ヌ ヨッ テ」 の意 とな る。 自動 詞 も他 動 詞 も立 ち得 るエ,。
か
○ ドァ に手 を唾 まれ る。
O看 板 に 目が 吸 い寄 せ られ る。
「一二 ～ ヲ他Vれ る
」 「～ 二 一 ガ他Vれ る」 文 型 を とる の が 普 通 で あ る
が,受 動者 ヒ トの 全 身全 霊 的受 動 行 為 の とき は ～ ヲ格 ・～ガ 格 が 取 れ な
い0
0い ざ こ ざ に巻 き込 まれ る。
～ 二格 に立 つ 能 動者 は 動 作 を つ か さ ど る 主 体者 で あ る との 意 識 に立 ち,
そ の意 味 で 人 格 的 対 象 と して と らえ て い るわ けで あ る。r棒 に な ぐ られ た」
とは 言 わ ない 。 人 格 的 能 動 者 を 剛二 格 に立 て,「主 入 に棒 で な ぐ られ た 』 と
1)拙 稿 「受身 ・使役 の言い方」(本 講座9)参 照の こと。 なお,「 情 にほだ され
る/身 につま され る/悪 夢 に うな される」 な ど,能 動形式 を持たない 受身専用 の
言い方 もある。
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「棒 」 は ～ デ格 に格 下 げ され る。棒 は行 為 主 体 と し てで 直 な く,道 具 と し て
は あ くされ てい る。 そ の 点 「自動 車 に ひ かれ る」 は 自動 車 を主 体 者 と見 て
い るわ けで あ り,「 自動 車=コ ン トロー ル す る有 情 者 ヒ ト」 の意 識 に立 つ。
か よ うな言 い 方 は,不 本 意 な が らそ うさせ られ る とい う被 害 意 識 の とき使
用 され る1}。
○車瞬 押しつ謎 れた・
飼二 は 「～ハ ー二他Vれ る」,～ ヂ は 「～ハ ー 二 ～デ他Vれ る」 文 型 で
あ る。 前 者 は 不本 意 ・無 抵 抗 の被 害 意識,後 者 は 車 輪 を操 る背 後 の 友 情 者
を意 識 した 単 な る受身 で あ る。「権 力 に屈服 させ 、られ た!鉄 槌 で打 た れ た/
素 手 で な ぐ られ た」 等 。
ふ つ う～ 二 を取 る か,一 デ を取 る か は語 ご とに 決 まっ て い る が,ど ち ら
に もな り得 る名詞 も若 干 見 られ る。
○世癖 押吻 られた・
・彼如 やさしい穫 慰められる・.
動 詞 が受 身 を取 らな い で,「 ニ ヨ ッテ/二 対 シ テ」 の意 と な る こ とが あ
る 。
○ あ る海 岸 へ 行 っ て,景 色 や 人 情 に感 激 した。(II106)
く由来 ・起 因>を 表 す 自動 詞 が来 る ときは 「ニ ヨッテ 」の意 に 限定 され,
〈原 因>と な る。
○ 空 気 伝 染 に起 因 す る。/由 来 す る。
「酎 ハ ー 二 自V」 文 型 を と り
,と き に は 「解 に よ る/に 基 づ く」 な ど一
つ の言 い回 しと 尽 った例 も見 られ る 。
〇 四 季 の気 候 に も とづ く生 活様 式 の 違 い だ 。(123)
一 二格 に立 つ 名 詞 を場 所 的 に と ら え,r～ ヲー 二 他V」 文 型 を とる と き
く行 為 ・動 作 の表 出場 所>の 意 と な る。
○ 恋 の 苦 しみ を詩 に詠 む 。
この 文 型 は ～ ヲ ・酎 二 の位 置 の入 れ 替 え が で き な い。 ま た,～ 二格 を一
1)「 滝 に打 たれ る」 のように,こ ち らか ら進んで受身的立揚 に身 を置 く言 い方
もある。
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ヲ格 に か え て,r一 ヲ他V」 文 型 とす る こ とは で き る が ・ 発 想 が違 っ て く
る 。
○富 士 山 を写 真 に とる。 → 写 真 を と るb
O喜 び を文字 に綴 る。 → 文字 を綴 る。
「～ ヲ飽V」 文 型 の ～ ヲ格 の語 は
,他 動 行 為 の対 象 物 で あ る。 こ の ～ ヲ
を 「二対 シテJの 意 で使 う とき,「 一 二 他V」 文 型 と両 立 す る.
・無 窪むちうつ。 〈行為の対鉛
「～ ヲ酎 二V
」 「一 ガ ～ 二V」 文 型 で,移 動 ・移 行 ・変 化 な どを表 す動 詞
が来,～ ヲ格 の語 の 指 示 内容 が 解 二格 の語 の 指 示 内 容 へ と変 化 す る意 を な
す とき 〈比 況 ・名 目 ・化 成 〉 とな る。 「、息子 を奉 公 に 出 す 。/娘 を嫁 に や.
る.!娘 が嫁 に行 く。」
○比 較 的 割 安 の駅 弁 を昼 食 用 に買 づ て い く。'(H115)
鳴 子 ・娘 ・駅 弁 」 が 述 語 動 詞 の 表 す 行 為 に よ っ て,～ 二格 の語 の指 示
内 容 「奉 公 ・嫁 ・昼 食 用 」 へ と移 行 す る。 そ の最 も端 的 な例 が 〈化 成>で
あ る。
○ 会場 は第2会 議 室 に変 わ っ た。
○大 豆 を粉 に ひ く。
～ ニナ ル ・～ ニス ル の句 をなす 場 合 もあ る。
O大 学生 が社 会 人 に な る。
〇二 児 の母 親 に な る。
○原 稿 が没 に な る。
O本 を枕 にす る。
原稿 の例 は意 志 的 行 為 ゆ え,～ ニ ス ル表 現 も可能 で あ る。
4。 「一 と」 の用 法
教 育 を天 職 考 え る く判 断 の 内容 〉
す る く役 割 りの名 目 〉馬鈴 薯 を主 食
と
な る.く 発 展 変 形 の結 果>心 配 が事 実
1変 わ っ た 〈 〃 〉雨 が雪
「あす は雨 と思 う
。Jの よ うに,1つ の文 を受 け る 引用 の 一 トが あ る。 述
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部 が体 言 で も 「雨 だ と… … 」 と等 価 で,陳 述 性 を含 ん で い る。 主 一 述 の 関
係 を と らず に,こ の陳 述 性 を 内包 す る言 い 方 も あ る。
○ 彼 を父 と思 っ て尊 敬 す る。
「～ ヲ ー ト他V」 「～ ガ ～ ト自Vれ るJ文 型 を と り,「思 う/考 え る 〆感
じる1察 す る/判 断 す る」 など,感 情 ・思 考 の動 詞 が 立 ち,「彼 を一 思
う」 の よ うに ～ ヲ格 が 動 詞 に係 っ てい て,そ の 間 に ～ トが 挿 入 され る。
r彼 を父 と思 う
」 の場 合,彼 は事 実 は父 で は な い 。 そ れ を父 と して考 え
る とい う仮想 的 意 識 で あ る。 「AヲBト ～す る」 に お い てAはBと 本 来 は
無 関 係 で あ る。 それ を話 し手 がA=Bと 勝 手 に考 え る と こ ろ に 岬 トの働 き
が あ,る。 この よ うな ～ トの仮 想 的 判 断 が 〈名 目>の 用 法 へ と発 展 す る,
○ 離 れ を物 置 とす る。
離 れ の家 の使 用 法 と し て,物 置 に用 い る とい うの で あ る。離 れ は本 来物
置 で は ない 。 そ の離 れ が 物 置 の 役 を 果 たす わ け で あ る。 離 れ の 転 用 で あ
る。 い っ ぽ うン ー 二格 を取 れ ば)
○ 離 れ を物'置 にす るo
は転 用 で は な い 。 改 造 で あ る。 一 ニ ス ル は 「～ に変 え る1一 に直 す,1～
に改 造 す る」 な どの 言 い換 え が可 能 だ が,～ トで は 「削 と直 す」 の よ うな
言 い方 が で き な い。 「便 所 を水 洗 にす るJも 改 造 で あ るか ら,一 トス ル に
は換 え られ な い ・ ～ 二 は そ の もの 自体 の変 化 を表 す。 一 トは そ の も の を仮
りに(ま た は一 時 的 に)他 の もの に見 立 て る,ま た は他 の役 割 りと し て使 用
す る意 で あ る。 「大 豆 を粉 に ひ く,1氷 を水 にす る。」 な ど く物 の変 化 〉 の
文 は,～ トに直 す こ とが で き ない 。 一 ニ ノ～ トど ち ら も可 能 な文 脈 の場 合
も,発 想 に差 が生 ず る の で あ る。
・講 なる・
一 ニ ナル は そ の機 能 を果 す もの へ の 変化 。 し たが っ て真 実,親 へ と変 わ
っ た の で あP,産 み の親 にな るとい う肉 体 的 変 動 の意 識 で あ る。 パ トナ ル
は 名 目 ・立 場 上 の親 へ の 異動 とい う意 識 が濃 く,義 理 の親 子 関 係 に も痩 用
で き る。親 と して の責 任 ・義務 を背 負 う立 揚 に立 つ わ け で あ り,意 志 的 に
理 性 と して,ま た は戸 籍 上,豊 子 関係 に は い る気 持 ち で あ る。 した が って
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動 物 に は旋 え ない 。 「うち の 犬 も母 親 とな っ た」 な ど とは言 わ ない の で あ
る 。.
同様,「 先 生 に な る」 は教 職 に就 くの意 で あ り,「先 生 と な る」 は師 の立
場 に立 つ の意 識 で あ る。 「上 司 を入生 の 師 とす る 。」 な ど一 ニ スル で は不 自
然 で あ ろ う。
～ トはrト シテ」 の意 を帯 び
,～ トシ テ の形 で もよ く使 わ れ る.
○お 前 の父親 と して忠 告 して お く。
○ こ の子 の母 親 と して黙 っ て い られ ませ ん。
○正 式 の 妻 と して迎 え る。
O為 政 者 の任 に あ る者 と して は … …
最後 に,一 トは ～ トナ ル の形 で 〈発 展 変 形 の結 果>を 表 す の に用 い られ
る。
○私 生 活 がノJ、説 とな るな ん て い い 商 売 だ ね 。
○災 い変 じて福 とな る。
O桑 田変 じて澹 海 とな る。
それ 自体 が他 の もの に取 って代 わ った の で は な い 。以 前 の 状態 が発 展 し
て別 の状 態 ・事 柄 へ と変 形 した に す ぎな い 。 そ の源 を認 め,そ れ 自体 は以
後 も変 わ らず続 い てい る の だが,た だ 表 向 き の 状 態 が 形 を 変 え た との意
識 であ る。 「災 い」 そ の もの は 引 き継 が れ て い る の だ が,そ れ を受 け手 が
「福
」 と して受 け取 る よ うに なす の意 で あ る、 い っ ぽ う・ 解 ニナ ル は
O着 物 が 米 に な っ た。(物 々交 換)
O金 に な る商 売 。
○今 度,社 長 は 田 中氏 に な りま した。
○信 号 が 青 に な っ て か ら横 断 し な さい 。
O試 験 は火 曜 目に な っ た。
他へ の交 換 ・交 替 ・変 換 ・変 更,あ る い は新 規 に決 定 な ど,そ れ 以 前 の
状 態 の否 定 を前 提 と した新 しい事 態 の誕 生 を表 す ので あ る。・
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